初段
＜上段＞

１．あなたが弓道を志した動機を述べなさい。
私が弓道を始めたのは高校に入ってからです。中学のとき、弓道があればやっていたと思いますが、中学でできなかったから高校ではぜひやりたいと思っていました。

　　最初はただの憧れでした。とってもかっこいいなとしか思っていませんでした。でもいろんな本を読んで、弓道のおもしろさを知りました。集中力はつくし、精神的に強くなれるし、弓道をやることにより、他のことにも真剣に取り組めるとわかりました。

　　また弓道は、日本の伝統的なものです。昔から多くの人たちがやってきた弓道にすごく興味を持ちました。この二つのことが弓道を始めた動機です。

　　私の思っていた通り、集中力、精神力がつきました。他のスポーツに比べ、孤独なスポーツです。あの静かな雰囲気で引く弓道はとても孤独なものだと思います。

きれいに引けたときのあのスッキリとした気分はたまりません。

　　これからも、弓道を始めた頃の自分の気持ちを忘れずに、どんどん向上していきたいと思います。

　　弓道に出会えて、本当によかったと思います。

２．弓道を学んでよかったことを述べなさい。
　　私は、高校に入学して、弓道を始めたのですが、最初は何もわからず、本当にやっていけるのか不安でした。でも、これまで続けてきて、今、よかったと思うことは、

・学校の部活動で、弓道をしているのですが、楽しく、明るく、そして優しい、すばらしい仲間に出会えたこと。（友達は、一生の宝物だと思います）

・部活の仲間だけでなく、弓道を通して多くの人と結びつきを持てたこと。

・姿勢や礼儀が身につき、身体的にも、精神的にも鍛えられたこと。

・五月の終わりに行なわれた、県大会に出場でき、あの立派な弓道場で、弓を引くことができたこと。（「次も来たい」という目標もできました）

・そして何より一番良かったことは、弓道をずっと続けて行きたいと思えたことです。

　とくに良かったと思えるのは、この五つです。もっと良いことが増えるように、今日の審査を精一杯、頑張りたいと思います。

　　ホームステイのお父さんの弓道について行き、好きになりました。先生がとても優しくて、親切な人ばかりです。友達もいっぱいできました。

　　私はオーストラリアではホッケーなどのチームスポーツをやっていました。ホッケーは他の人とコンタクトを取るスポーツです。弓道は自分自身の心のスポーツです。ホッケーは動、弓道は静だと思います。弓道は深いスポーツで、初めてだったので、興味を持ちました。オーストラリアに帰ってからも、続けたいと思います。オーストラリアの友達は弓道のことを全然知らないから、帰ってから、友達に弓道を紹介したいと思います。友達が弓道が好きになったら、とてもいいことと思います。
　　日本にいる間に、日本の伝統的なスポーツをやってみたかった。今、弓道をやっているから、本当に楽しいです。

３．あなたはどんな心構えで修練しているか述べなさい。
　弓道の試合では的中数で勝負が決まり、それゆえ多少型が崩れてしまっても的中が落ちることが気になり、なかなか射技を改める決意ができないことがあります。

　　しかし、そのような時にふっと我に帰り、弓道を初めて見たときのことを思い出します。初めて弓道を見たときにそのかたちの美しさに思わず見とれ、自分も弓の道に入ることを決めた時の気持ちがよみがえるのです。もし弓道が的中のみで競うスポーツだったら、自分は弓道を始めていなかったかもしれません。つまり弓道が美しいということは、私の弓道人生の原点でもあるのです。そう考えると、迷いは消え、射技を上達させることに必死になることができます。

私が今的前で心がけていることは縦線の伸びです。気を緩めると体が縮こまってしまうので、体を使って大きく弓を引き分けるという基本的なことを忘れぬよう、射位に入る前に必ず意識するようにしています。

また、他人の射についても的確なアドバイスができるようにしたいと考えています。自分よりも弓歴が浅い後輩たちの手本となれるよう、礼儀作法も含めて『美しい弓道』を目指し日々精進していきたいと思います。
大学のころはとにかく的中であり、試合であてることが全てであった。「手の内が悪い」といつも言われながらも、的中さえ保持していれば直すことはあとでいいという考えがあった。

　　しかし社会に出て改めて弓道を始めるにあたっては、とにかく射技を上達させたいと思った。道場の先生方の指導をあおぎ、ようやく自分自身で納得できる引きができつつある。私が的前に立ったときに最も気にしていることは縦線の伸びであり、つい手先のことにとらわれ、体を使って弓を引き分けるという基本のところを忘れてしまいがちだからである。

　　また、他の人の射もしっかり見て、一言言えるようにしたい。私よりも弓歴が浅い人や初心者のお手本になれるよう、一本一本を大切に射技の向上をはかりたい。

　　最後に弓道修練とは射技だけではない。日常の弓道場での礼儀作法などにも心を配り、誰もが弓道を楽しめる雰囲気を大切にしようと心がけている。

４．弓道の長所と思われることについて述べなさい。

５．あなたが弓道を学ぶ目的について述べなさい。

６．弓道が他のスポーツに比べ優れている点を述べなさい。

７．あなたは危険防止について注意していることを述べなさい。

（↓以下のようなものがあげられるので、自分なりにまとめる。）

　矢は飛び道具であり、使用を誤れば凶器にもなりかねない。

・行射中は何があっても矢道に出ない。あづちに入らない。手や顔を出さない。
・矢取りは行射していないか確認した後に、合図をするか、声をかけてからとる。矢取りが終わったら声をかける。
・巻藁の前や後ろを通らない。

・短い矢、破損している矢は使わない。

・割れている竹矢は使わない。

・糸が擦り切れて羽茎が出てきたものは使わない。

・中仕掛と筈の溝が合わないものは使わない。

・中仕掛けは常にきれいにしておく。ぼろぼろにしておかない。

・矢口が開いたら口を使って戻す。できないときは妻手を戻す。

・大人数で巻藁練習をしている場合、前後の人が引き終わってから自分の矢を取る。

・数人で的前行射中、弦が切れたり、矢こぼれしたからといって不用意にとりに行かない。

・素引きのとき、弦を離さない。弦を戻すときは弓手はそのまま、妻手を戻す。

・ゆがけの帽子皮の擦り減ったものや、矢摺藤が減ってささくれ立った弓は使わない。

・曲がった矢は使わない。（矢飛びが不安定）

・羽が擦り減った矢は使わない。（矢所が不確実）

・棒矢を的前で射ない。（矢所が大きく乱れる）

・弓道に適した服装とすること。時計・指輪・ブレスレット・ピアス・ネックレス・イヤリング等は外す。

・髪が多い人は、ヘアバンドか鉢巻をする。

・腕を打つ人はサポーターをつける。

＜下段＞

１．射法八節を列記し、それぞれ簡単に説明せよ。

・「足踏み」　射の基本となる最初の姿勢をつくる足がまえである。的の中心から一直線上に両足の親指がくるようにし、両親指の間は自分の矢束の長さにし、６０度にひらく。

・「胴造り」　胴造りには、反る胴、屈む胴、懸る胴、退く胴、中胴があるが、近的には、重心の最も安定している中胴が適している。両ひざの上に上体を静かに乗せ、両肩の線、腰の線、両親指の平行線と縦に伸びている線とが十文字にならなければならない。心気を丹田におさめる。
・「弓構え」　弓構えには「取り懸け」「手の内」「物見」が含まれている。基本的な、足踏み、胴造りをした上で、しっかりとした弓構えができる。

・「打ち起こし」　打ち起こしには、正面打ち起こしと斜面打ち起こしがある。弓をまっすぐにしたまま、両手を上に上げ両肩は静める。胴造りを壊さないようにし、こぶしに力を入れすぎない。弓矢は、地面とほぼ水平にする。

・「引き分け」　引き分けは左右均等に引くことである。胸の筋骨と背の筋骨とを使って、胸の中筋から左右に開き、速くもなく、遅くもなく体で引き分けることが大事である。口わりより高くも低くもせず、弦は胸につける。引き分けは射の中心ともいえ、次の「会」にも大きく影響するので、しっかりとした引き分けをしなければならない。
・「会」　会は引き分けの完成したもので「永遠の引き分け」ともいわれる。会で大事なのは、伸び合い詰め合いである。会では、あてたいという欲望などを捨て無心になることが重要である。五重十文字の形になる。

・「離れ」　離れは、気合の発動とともに弓矢の発射である。離すのでも離されるのでもなく自然の離れが大事である。身体の中心から左右に胸を開くような離れがよい。

・「残心」　残心は射の総決算ともいえる。精神でいえば「残心」形でいえば「残身」である。このときも縦横の十文字がくずれることなく胴造りの形もしっかりしていなければならない。

２．射法八節を列記して「足踏み」について述べなさい。
　足踏み、胴造り、弓構え、打ち起こし、引き分け、会、離れ、残心（身）を射法八節という。

　　足踏みとは、射を行なうときに最初にする基本となる足の構えで、単なる足開きとは異なる。射位に入り、脇正面に向かって立ち、足先は的の中心から一直線上になるようにし、両足先の開きは約６０度、開き幅は自己の矢束とする。こうして開いた両脚の上に総体を安静におき、脊柱、項は真直に伸ばし、銃身は腰の中心に据え、心気を丹田に沈める動作である。

　　この方法には二通りがあり、一つは左足を的のほうに踏み出し、ついで右足も左足のそばにつけてから扇形に一足で踏み開くもので、このとき目は的を注視し、足元を見ずに行なう。もうひとつは、左足を的の方に踏み出し、目を的から足元に移しつつ右足を反対側へ踏み開く方法である。

　　そのどちらを行なってもよいが、射を行なうにあたっての基礎となるものであるから決しておろそかにしないことが肝要である。

３．正座について述べなさい。

４．揖について述べなさい。

５．次の各問について解答欄に数字で答えなさい。

　①近的競技について

　（１）競技に使用される霞的の的枠の直径は何センチか。→３６cm

　（２）標的はその中心が敷より何センチの高さか。→２７cm

　（３）射位から標的までの距離は何メートルか。→２８m

　（４）的表面は何度後方に傾斜するか。→５度

　②遠的競技について

　（５）標的の直径は何センチか。→１００cm

　（６）射位から標的の中心までの距離は何メートルか。→６０m

　（７）的表面は何度後方に傾斜するか。→１５度
